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今月の主な内容

国文祭、いよいよ本番！
【２－３ページ、15ページに関連記事掲載】

■国文祭、いよいよ本番！� Ｐ２
■平成22年度決算� Ｐ４
■子どもを守る地域、未来を守る町� Ｐ８
■乙訓ふるさと駅伝� Ｐ1₀
■嘱託員を募集します� Ｐ11
■国際理解講座参加者の募集� Ｐ11
■エゴマ油復活プロジェクト� Ｐ12
■尊い命を守る「命のカプセル」� Ｐ12
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バス停コース図

会場案内

第
26
回  

国
民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1

国
文
祭
、い
よ
い
よ
本
番
！

宝
積
寺
会
場

大
茶
会
（
戦
国
茶
会
）

　
大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
が
茶
席

を
運
営
。
千
利
休
と
武
将
が
お
も
て
な
し

し
ま
す
。

大
山
崎
山
荘
美
術
館
会
場

大
茶
会
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
茶
会
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
や
、
京
都
府
立
西
乙
訓
高
等
学
校

茶
道
部
に
よ
る
茶
席
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

※ 

美
術
館
入
館
券
付
き
の
た
め
、
お
茶
席

券
と
別
途
入
館
料
が
必
要

大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
会
場

大
茶
会
（
戦
国
茶
会
・
宵
茶
会
）

　
大
山
崎
町
公
民
館
茶
道
サ
ー
ク
ル
が
運
営

す
る
茶
室
。
ロ
ビ
ー
に
美
術
家
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
茶
室「
麓ろ
く

庵あ
ん

」を
設
置
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館
企
画
展

　
第
19
回
企
画
展
「
戦
国
の
茶
湯
︱
利
休
と

秀
吉
を
さ
さ
え
た
文
化
」
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
き
＝
10
月
22
日
圡
～
11
月
27
日
㊐

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

入
館
料
＝
３
０
０
円

※
お
茶
席
券
を
持
参
で
１
０
０
円
割
引

離
宮
八
幡
宮
会
場

大
茶
会
（
戦
国
茶
会
・
宵
茶
会
）

　
商
工
会
女
性
部
が
運
営
す
る
茶
会
。
武
将

と
、
そ
の
妻
が
出
迎
え
ま
す
。

灯
明
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
歴

史
あ
る
離
宮
八
幡
宮
の
境
内
を
灯あ
か

り
の
ア
ー

ト
で
飾
り
ま
す
。

と
き
＝
11
月
３
日

～
５
日
圡
午
後
５
時
～

８
時

※
入
場
無
料

エ
ゴ
マ
カ
フ
ェ
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
エ
ゴ
マ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

と
き
＝
11
月
５
日
圡
午
後
１
時
～
４
時

※ 

詳
細
は
本
誌
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

Ａ
コ
ー
ス（
所
要
時
間
：
約
25
分
）

①
円
明
寺
が
丘

　
　
←

②
西
法
寺

　
　
←

③
里
ノ
後

　
　
←

④
下
植
野

　
　
←

⑤
役
場
前

　
　
←

⑥
阪
急
駅
前

　
　
←

⑦
Ｊ
Ｒ
駅
前

Ｂ
コ
ー
ス（
所
要
時
間
：
約
25
分
）

⑦
Ｊ
Ｒ
駅
前

　
　
←

⑥
阪
急
駅
前

　
　
←

⑤
役
場
前

　
　
←

④
下
植
野

　
　
←

③
里
ノ
後

　
　
←

②
西
法
寺

　
　
←

①
円
明
寺
が
丘

Ｃ
コ
ー
ス（
所
要
時
間
：
約
10
分
）

⑥
阪
急
駅
前

　
　
←

⑦
Ｊ
Ｒ
駅
前

　
　
←

⑧
宝
積
寺

⑧
宝
積
寺

　
　
←

⑦
Ｊ
Ｒ
駅
前

　
　
←

⑥
阪
急
駅
前

つ
い
に
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

大
山
崎
町
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

11
月
３
日
祝
～
６
日
㊐
に
本
番
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
伝
統
あ
る
大
山
崎
町
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、

お
茶
席
や
、
灯
明
の
灯あ

か

り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

問
＝
第
26
回
国
民
文
化
祭
大
山
崎
町
実
行
委
員
会

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
︵
内
３
１
５
︶

戦国武将の妻が
おでむかえ

妙喜庵
（待庵）

交番

離宮
八幡宮

阪
急

宝積寺
アサヒビール
大山崎山荘
美術館

ふるさとセンター
歴史資料館

阪急大山崎駅

JR

戦国武将の妻が
おでむかえ

JR山崎駅

６日 ５日

9:30
～

16:00

9:30
～

20:00

６日 ５日

9:30
～

16:00

9:30
～

20:00

５日・６日

9:50
～

15:50

５日・６日

10:05
～

16:35

大茶会（全会場）
とき＝11月５日圡、６日㊐10:00～16:00

（宵茶会は11月５日圡18:00～20:00）

※�会場周辺は駐車場がありません。徒歩やバスでお越し
ください
※�バスは3₀分毎に出発予定ですが、交通事情などで運行
が遅れる場合があります。あらかじめご了承ください
※乗車無料
※☆★はバス停

お茶席＝300円
※ 11月４日㊎まで特製
「まゆまろ懐紙」つき
前売券を町役場、歴史
資料館で販売
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一
般
会
計
【
収
支
】

４
年
連
続
の
黒
字
、

実
質
単
年
度
収
支
は
５
年
連
続
の
黒
字

 

　
決
算
収
支
は
、
歳
入
決
算
額
が
58
億
１
６
６
万
４
千
円
で

前
年
度
比
９
億
６
，
０
０
５
万
４
千
円
、
14
・
２
％
の
減
、

歳
出
決
算
額
が
56
億
４
，
０
９
７
万
７
千
円
で
前
年
度
比
４

億
６
６
８
万
３
千
円
、
６
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
・
歳
出
決
算
額
が
大
幅
減
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
21
年
度

決
算
に
お
い
て
、
基
金
残
高
の
う
ち
中
学
校
建
設
事
業
分
を

全
額
取
り
崩
し
た
た
め
と
、
中
学
校
再
構
築
事
業
の
移
転
補

償
費
の
残
り
を
全
額
収
入
し
た
も
の
が
、
平
成
22
年
度
決
算

で
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）
は
プ
ラ
ス
１
億
６
，
０

６
８
万
７
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
も
の
を
除
い
た

実
質
収
支
で
も
プ
ラ
ス
１
億
４
，
６
６
１
万
５
千
円
と
、

一
般
会
計
【
歳
入
】

町
税
は
前
年
度
比
３
千
万
円
、

１
・
２
％
の
減
収

　
歳
入
の
う
ち
、町
税
な
ど
の
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る「
自

主
財
源
」
が
63
・
２
％
、
町
債
や
地
方
交
付
税
、
国
・
府
の

支
出
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
が
残
り
の
36
・
８
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
は
26
億
２
，
２
５
５

万
３
千
円
で
全
体
の
45
・
２
％
と
な
り
、
前
年
度
比
３
，
０

９
９
万
３
千
円
、
１
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

景
気
の
悪
化
に
よ
り
町
民
税
の
う
ち
個
人
所
得
割
が
大
き
く

減
収
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。
ま
た
、
地
方
譲
与

税
、
地
方
消
費
税
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
交
付
金
も
２
７
９

万
８
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
自
動
車
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
の
低
迷
が
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
前
年
度
比
４
億
３
，
０
９
８
万

９
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
21
年
度
に
お
い

て
、
中
学
校
建
設
に
係
る
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
と

し
て
３
億
３
，
４
０
３
万
１
千
円
を
収
入
と
し
て
い
た
も
の

が
減
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
な
お
、
財
産
収
入
は
前
年
度
比
２
億
１
，
９
８
０
万
８
千

円
の
減
、
繰
入
金
は
８
億
３
，
３
５
４
万
８
千
円
の
減
、
諸

収
入
は
３
億
７
，１
７
５
万
８
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
中
学
校
建
設
事
業
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、
純
繰
越
金
７
，
７
２
９
万

２
千
円
に
加
え
て
、
前
年
度
に
繰
越
明
許
費
と
し
て
設
定

一
般
会
計
【
歳
出
】

中
学
校
建
設
事
業
の
完
了
に
伴
い
、

教
育
費
が
前
年
度
比
６
億
４
千
万
円
の
大
幅
減

　
何
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
、
性
質
別
の
分
類
で
見
て
み

ま
す
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
と
い
っ
た
義
務
的
経

費
の
合
計
額
は
、
前
年
度
比
２
億
９
，
７
４
３
万
１
千
円
、

14
・
４
％
の
大
幅
増
と
な
り
、
と
く
に
扶
助
費
が
、
子
ど
も

手
当
の
支
給
に
よ
り
２
億
２
，
８
２
２
万
１
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
補
助
費
等
が
前
年
度
比
２
億
６
，
５

７
９
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
平
成
21
年
度
に
定
額

給
付
金
給
付
事
業
で
約
２
億
４
千
万
円
を
支
出
し
た
も
の
が

減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は

５
億
４
９
０
万
４
千
円
の
減
で
、
こ
れ
は
、
主
に
中
学
校
建

設
事
業
費
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
次
に
、
目
的
別
の
分
類
で
見
て
み
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
16
億
２
千
万
円
で
歳
出
総
額
の
28
・
８
％
を
占
め

て
お
り
、
前
年
度
比
２
億
２
千
万
円
、
15
・
５
％
の
大
幅
増

で
し
た
。
次
に
多
い
の
が
、
教
育
費
の
12
億
９
千
万
円
で
歳

出
総
額
の
22
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
総
務
費

で
は
、
平
成
21
年
度
に
支
出
し
た
定
額
給
付
金
約
２
億
４
千

万
円
が
減
と
な
っ
た
一
方
で
、
阪
急
大
山
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
事
業
費
約
１
億
１
千
万
円
の
支
出
や
財
政
調
整
基
金

積
立
金
な
ど
の
増
額
に
よ
り
前
年
度
比
で
微
増
と
な
り
、
議

会
費
は
、
平
成
22
年
11
月
よ
り
議
員
定
数
を
16
名
か
ら
12
名

に
減
ら
し
た
こ
と
に
伴
い
約
１
千
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

４
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
小
学
校
耐
震

補
強
事
業
や
公
民
館
施
設
の
改
修
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て

１
，
４
０
７
万
２
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
実
質
収
支
の
黒
字
額
７
，
７
２
９
万
２
千
円
と

の
差
し
引
き
で
あ
る
単
年
度
収
支
は
６
，
９
３
２
万
３
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
に
１
億
４
，

０
０
５
万
８
千
円
を
積
み
立
て
た
の
で
、
こ
れ
を
合
計
し
た

実
質
単
年
度
収
支
は
プ
ラ
ス
２
億
９
３
８
万
１
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
元

金
償
還
を
２
年
連
続
で
見
送
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
加
味
す
る

と
ほ
ぼ
黒
字
額
は
な
く
、
歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
状
態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
特
別
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
計
の
み
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

― 町 の 家 計 簿 ―

― 町の家計簿 ―
平成22年度 決算

平成22年度

決 算
平
成
22
年
度
大
山
崎
町
各
会
計
別
決
算
が
、
平
成
23
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
中
学
校
建
設
事
業
な
ど
の
事
業
費
６
億
３
，
６
７
６
万

６
千
円
を
、
一
般
財
源
と
し
て
繰
り
越
し
た
も
の
で
す
。

区分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 58億0,166万4千円 56億4,097万7千円 1億6,068万7千円

事 業 特 別 会 計 36億3,852万1千円 34億9,788万8千円 1億4,063万3千円

内
　
　
訳

国 民 健 康 保 険 15億0,777万9千円 14億7,354万1千円 3,423万8千円

下 水 道 8億0,572万7千円 7億8,196万9千円 2,375万8千円

老 人 保 健 1,349万7千円 1,349万7千円 0千円

介 護 保 険 10億1,457万5千円 9億4,555万9千円 6,901万6千円

後期高齢者医療保険 1億9,347万5千円 1億8,734万3千円 613万2千円

自 動 車 駐 車 場 1億0,346万8千円 9,597万9千円 748万9千円

財 産 管 理 特 別 会 計 4,645万4千円 298万円 4,347万4千円

内
　
　
訳

大 山 崎 区 4,593万9千円 272万5千円 4,321万4千円

円 明 寺 区 38万4千円 20万5千円 17万9千円

下 植 野 区 13万1千円 5万円 8万1千円

水 道 事 業 会 計 4億9,683万7千円 5億9,340万2千円 -9,656万5千円

自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

消費的経費

積立金 1億6,121万4千円（2.9%）
貸付金 3,020万円（0.5%）

全会計の決算額

町税（26億2,255万3千円）の内訳

※カッコ内は、各項目の町税全体に占める割合です。

町たばこ税

軽自動車税

町民税（個人）

町民税（法人）

固定資産税
（個人）

固定資産税
（法人）

8億1,725万8千円
（31.2%）

10億1,330万7千円
(38.6%）

2億67万円
（7.7%）
2億67万円
（7.7%）

4億8,850万1千円
（18.6%）

4億8,850万1千円
（18.6%）

8,719万1千円
（3.3%）

8,719万1千円
（3.3%）

1,562万6千円
（0.6%）

1,562万6千円
（0.6%）

22年度 21年度 増減率

義
務
的
経
費

人 件 費 11億8,253万1千円 11億4,195万5千円 3.6%

扶 助 費 7億2,263万1千円 4億9,441万 46.2%

公 債 費 4億6,055万4千円 4億3,192万 6.6%

小 計 23億6,571万6千円 20億6,828万5千円 14.4%

物 件 費 7億5,802万7千円 7億1,933万 5.4%

補 助 費 等 7億3,472万1千円 10億0,051万1千円 -26.6%

積 立 金 1億6,121万4千円 1億1,386万 41.6%

繰 出 金 5億0,392万2千円 5億1,757万2千円 -2.6%

投 資 的 経 費 10億5,189万8千円 15億5,680万2千円 -32.4%

そ の 他 6,547万9千円 7,130万 -8.2%

合 計 56億4,097万7千円 60億4,766万 -6.7%

性質別決算額の比較
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前
年
度
比
で
見
る
性
質
別
決
算
額

義
務
的
経
費
が
２
年
連
続
の
増

　
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
４
千
万
円
、
３
・
６
％
の

増
と
、
13
年
ぶ
り
の
増
額
と
な
り
、
公
債
費
が
３
千
万
円
弱
、

６
・
６
％
の
増
、
扶
助
費
が
２
億
３
千
万
円
弱
、
46
・
２
％

の
大
幅
増
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
３
億
円
弱
、

14
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
立
金
の
４
千
万
円
以
上
の
増
は
、
主
に
財
政
調
整
基
金

の
積
み
立
て
額
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
財
政

調
整
基
金
は
平
成
17
年
度
末
に
ほ
ぼ
底
を
つ
き
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
に
7
千
万
円
を
、
そ
し
て
平
成
22
年
度
に
は
１

億
４
千
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

大
山
崎
町
の
財
政
は
健
全
？

自
治
体
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
さ
を

図
る
指
標
「
健
全
化
判
断
比
率
」

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
健

全
化
法
）
に
よ
り
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員
の
審

査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に

対
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
地
方
公
共
団
体
は
、健
全
化
判
断
比
率
（
下
表
①
～
④
）

に
よ
り
、「
健
全
段
階
」「
早
期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生

段
階
」
の
３
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
、
早
期
健
全
化
段
階
や

財
政
再
生
段
階
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計
画
や

財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
、
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
ど
れ

か
ひ
と
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
、「
早
期

健
全
化
段
階
」
と
な
り
、
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
財
政

状
況
が
悪
化
し
て
、
同
比
率
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
で
も
財
政

再
生
基
準
を
超
え
た
場
合
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き

「
財
政
再
生
段
階
」
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
実
質
赤
字
比

率
で
は
早
期
健
全
化
基
準
が
15
％
と
定
め
ら
れ
、
赤
字
額
で

い
う
と
お
よ
そ
５
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
実
質
赤
字
が

こ
の
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
の

に
必
要
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、

外
部
監
査
を
受
け
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
訓
二
市
一
町
の
比
率
は

い
ず
れ
も
基
準
を
ク
リ
ア

　
平
成
22
年
度
決
算
数
値
を
も
と
に
算
出
し
た
乙
訓
二
市
一

町
の
健
全
化
判
断
比
率
（
下
表
①
～
④
）
は
、
い
ず
れ
も
基

準
を
大
き
く
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　
二
市
と
本
町
と
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
と
く
に
④
将
来

負
担
比
率
は
本
町
が
二
市
と
比
べ
て
大
変
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
二
市
に
あ
る
都
市
計
画
税
が
、
本
町

に
な
い
こ
と
が
主
な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
都
市

計
画
税
が
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
比
率
は
分
か
ら
な
い
の

で
、
二
市
に
都
市
計
画
税
が
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
の
比
率

（
下
表
④
の
Ａ
＋
Ｂ
）を
調
べ
て
み
ま
し
た（
都
市
計
画
税
は
、

道
路
や
公
園
、
下
水
道
の
整
備
な
ど
、
特
定
の
目
的
に
使
う

目
的
税
で
す
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
推
移
を
見
て
い

れ
ば
、
財
政
状
況
を
知
る
目
安
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、地
方
自
治
体
の
財
政
破
綻
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
は
、
破
綻
を
早
い
段
階
で
食
い
と
め
て
財
政
運
営
の
早
期

健
全
化
を
促
す
た
め
、
財
政
運
営
の
健
全
度
や
そ
の
動
き
を

地
方
議
会
や
住
民
が
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
し
や
す
く
す
る
仕
組
み

を
作
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
活
用
し
な
が

ら
、
町
政
運
営
に
お
け
る
問
題
点
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
新

た
な
大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
そ
の
計
画

に
沿
っ
て
早
急
に
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
健
全
化
法
や
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
関
し
て
は
、
京

都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
府
下
市
町
村
の
状
況
な
ど
の
詳
し

い
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康福祉のまちづくりに
■民生費
皆さんの福祉のために
（乙訓福祉施設事務組合負担金を含む）…… 4億1,025万5千円
お年寄りの福祉のために………………… 3億1,144万7千円
こどもの福祉のために
（保育所運営を含む）……………………… 7億3,334万9千円
皆さんの健康のために
（保健センター運営を含む）………………… １億2,914万円

生涯学習のまちづくりに
■教育費
幼児教育のために…………………………… 3,113万１千円
外国語指導のために………………………………… 450万円
学校教育のために
（大山崎中学校建設工事を含む）………… 8億2,925万8千円
社会教育の推進のために
（公民館運営を含む）…………………………… 4,481万9千円
留守家庭児童会事業に………………………… 5,681万7千円
文化財の保護と振興のために………………… 8,570万2千円
ふるさとセンター・資料館の運営に………… 6,772万6千円
スポーツ振興のために
（体育館運営を含む）…………………………… 2,896万8千円

安全で快適なまちづくりに
■土木費
下水道の整備充実のために
（特別会計への繰出し）…………………………………… 1億円
道路の整備・改良のため……………………… 5,719万5千円
交通安全のために……………………………… 1,079万1千円
公園の整備・管理のために…………………… 2,077万2千円
■消防費
皆さんの生命と財産を守るために
（乙訓消防事務組合負担金を含む）……… 3億4,974万4千円
■衛生費
ごみ・し尿の処理に
（乙訓環境衛生組合負担金を含む）……… 2億6,772万1千円
公害の防止のために…………………………… 1,527万4千円

産業の発展と豊かなくらしに
■農林水産業費
農業・林業の振興のために…………………… 1,923万4千円
■商工費
商工業振興のために…………………………… 1,190万3千円

その他
■総務費
広報・広聴の充実のために……………………… 514万5千円

人
件
費
　�

職
員
給
与
や
議
員
報
酬
な
ど
。
平
成
22
年
度
は
職
員
１
人
削
減
、
ま
た
議

員
定
数
の
変
更
に
よ
り
平
成
22
年
11
月
か
ら
議
員
数
４
人
減
と
な
っ
た

が
、
３
年
間
実
施
し
て
い
た
職
員
の
給
料
カ
ッ
ト
を
平
成
22
年
４
月
か
ら

も
と
の
水
準
に
戻
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
経
費
総
額
は
13
年
ぶ
り
の
増
。

扶
助
費
　�

住
民
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
な
ど
。
平
成
22
年
度
は
子

ど
も
手
当
の
支
給
に
よ
り
大
幅
増
。

公
債
費
　
今
ま
で
に
借
り
入
れ
た
町
債
の
元
利
償
還
金
。

物
件
費
　
消
耗
品
な
ど
の
物
品
購
入
や
賃
金
、
委
託
料
な
ど
。

補
助
費
等
　�

一
部
事
務
組
合
へ
支
払
う
負
担
金
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
。
平

成
21
年
度
限
り
で
支
出
し
て
い
た
定
額
給
付
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
大
幅
減
。

繰
出
金
　�

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
事
業
経
費
の
う
ち
、
一
般
会
計
が
負

担
す
る
も
の
。

投
資
的
経
費
　�

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
費
用
な
ど
。
平
成
21
年
度
は
中
学
校
の
新

校
舎
建
設
や
経
済
対
策
に
よ
る
事
業
、
平
成
22
年
度
は
中
学
校
の
旧

校
舎
解
体
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
や
阪
急
大
山
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
が
主
。

健全化判断比率とは
①…実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模
に対する比率

②…連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模
に対する比率

③…実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政
規模に対する比率

④…将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率

一般会計のうち主な事業の決算額は次のとおりです

乙訓二市一町における健全化判断比率の比較
①�実質赤字比率　②連結実質赤字比率�
向日市・長岡京市・大山崎町とも該当なし

③実質公債費比率

④将来負担比率

こう使いました60億円

問
＝
税
財
政
課
財
政
管
財
係

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
（
内
３
７
１
・
３
７
２
）

― 町の家計簿 ―
平成22年度 決算

町民１人あたりで見ると…

議 会 費 6,443円

町税

町民１人あたりの額
91,848円
（24.3％）

総 務 費 61,852円

民 生 費 106,063円

衛 生 費 29,633円

労 働 費 2,076円 法人分
79,159円
（20.9％）

農 林 水 産 業 費 2,260円

商 工 費 1,380円

土 木 費 21,116円
その他

（交付税、町債など）
207,297円
（54.8％）

消 防 費 22,805円

教 育 費 84,167円

公 債 費 30,031円

※…カッコ内は、全体に占める割合。平成23年３月31日現在の住民基本
台帳人口（15,336人）に基づいて計算しています

歳出決算額　367,826円 歳入決算額　378,304円

平成22年度 平成21年度 早期健全化基準

大山崎町の公表値　 101.6% 103.9%

350.0%

（参考）都市計画税を
財源として償還する負
担分の比率

該当なし 該当なし

長岡京市の公表値　Ａ 18.2% 24.6%
（参考）都市計画税を
財源として償還する負
担分の比率　Ｂ

67.0% 79.0%

（参考）都市計画税が
ないと仮定した場合の
比率　Ａ＋Ｂ

85.2% 103.6%

向日市の公表値　Ａ 9.6% 17.6%
（参考）都市計画税を
財源として償還する負
担分の比率　Ｂ

58.0% 62.0%

（参考）都市計画税が
ないと仮定した場合の
比率　Ａ＋Ｂ

67.6% 79.6%

平成22年度 平成21年度 早期健全化基準
大山崎町 9.2% 9.6%

25.0%長岡京市 4.7% 3.9%
向日市 4.2% 4.7%
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子どもについて
● 子どもの泣き叫ぶ声が頻繁に聞こえる
● 不自然な外傷（あざ、打撲、やけどなど）が見られる
● 表情が乏しく活気がない
● 衣服や身体が極端に不潔である
● ひどく落ち着きがなく乱暴、情緒不安定である
● 食事に異常に執着する
● 夜遅くまで遊んでいたり、徘徊している
● 理由もなく、保育所や幼稚園、学校を休みがち

保護者について
● 子どもを怒鳴りつける声がよく聞こえる
● 小さい子どもを家に置いたままよく外出している
● 子どもの養育に関して拒否的、無関心である
● 子どもを甘やかすのは良くないと強調する
● 気分の変動が激しく、子どもや周りの人にかんしゃくを
起こすことが多い

ゆめほっぺ利用者の声

● 育児は一人でしなくてもいいのだと気付かさ
れた。もっと早く利用すれば良かった

● ここがなければ、日中の過ごし方をどうすれ
ばいいか悩んでいたと思う

● ここに来るのは、楽しみです。ここに来れば
子どもがお昼寝するようになり、生活リズム

ができました

● 保健師に相談して断乳ができました

「
お
か
し
い
な
」と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
連
絡
を

　
虐
待
を
う
け
て
い
る
子
ど
も
や
虐
待
を

し
て
い
る
保
護
者
に
は
、
左
表
の
よ
う
な

特
長
が
見
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
だ
け
で
な

く
、
複
数
の
項
目
に
該
当
し
て
い
た
り
、

頻
繁
に
見
ら
れ
る
場
合
は
虐
待
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
は
家
庭
と
い
う
密
室
の
中
で
行
わ

れ
、
保
護
者
は
自
分
の
行
為
が
虐
待
と
気

付
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
認
め
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
は
自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
に
は
、
近
隣
の
皆
さ
ん
の
気
付
き
と
相

談
、
通
告
が
必
要
な
の
で
す
。

○ 

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

○ 

虐
待
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
場
合

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

相
談
窓
口
＝
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
（
旧
京
都
児
童
相
談
所
）

☎
５
３
１
︱
９
９
０
０

町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１
（
内
１
５
７
、
１

５
８
）

あ
な
た
の
気
付
き
が

子
ど
も
を
守
る

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
り
、「
虐

待
か
な
？
」
と
思
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず

通
報
し
、
児
童
相
談
所
や
地
域
で
の
支
援

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
育
て
を
す
る
家
庭
が
孤
立
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
困
っ
た
と
き
は
周
り
の

人
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
す

る
こ
と
や
未
然
防
止
、
早
期
発
見
が
で
き

る
仕
組
み
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

た
め
の
５
カ
条

○
親
の
立
場
よ
り
、
子
ど
も
の
命
が
優
先

○
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

○ 
虐
待
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
な

た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

○
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

○
し
つ
け
の
つ
も
り
⋮
は
言
い
訳

親
は
し
つ
け
の
つ
も
り
で
も
、
子
ど
も
に
著
し

い
苦
痛
を
与
え
た
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
す
場
合
は
虐
待
に
な
り
ま
す

保
護
者
を
責
め
る
だ
け
で

は
だ
め

　
虐
待
を
す
る
保
護
者
た
ち
の
多
く
は
、

子
育
て
や
家
庭
で
の
悩
み
、
葛
藤
を
一
人

で
抱
え
込
み
、
苦
し
み
続
け
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
方
法
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
夫
婦
関
係
の
不
和
や
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
た
り
し
て
も
、
そ
れ
ら

の
こ
と
を
親
族
や
ご
近
所
の
人
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
、
子
ど
も
を
叱
っ
た
り
、
叩
い
て
し
ま

う
保
護
者
も
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
自

身
が
過
去
に
虐
待
を
受
け
て
い
た
経
験
が

あ
り
、
子
ど
も
を
虐
待
す
る
こ
と
に
親
自

身
が
苦
し
ん
で
い
て
も
、
周
囲
に
助
け
を

求
め
ら
れ
ず
に
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
護
者
を
責
め
る
だ
け
で
は
、
虐
待
の
完

全
な
解
決
方
法
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
で
困
っ
て
い
る
人
が
周
り
に
い

た
ら
、
町
や
京
都
府
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
相
談
機
関
を
上
手
に
利
用
し
、
地

域
で
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子どもを守る地域、
 未来を守る町
全国で、子どもの命が奪われるなど虐待のニュースが後を絶ちません。

ニュースを見て心を痛めている方、

何か出来ないか…と思っている方も多いのではないでしょうか。

子どもは地域の宝であり、未来への希望。

子どもたちの笑顔があふれる町になるために、

今、改めて児童虐待について考えてみませんか。

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

守
る
の
は 

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気

（
平
成
23
年
度
標
語
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

環
境
を
作
る
た
め
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
＝
11
月
16
日
氺

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
別
館
大
研
修
室

内
容

①
基
調
講
演

　 

　「
児
童
虐
待
の
真
の
姿
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
～
私
に
で
き
る
こ
と
・
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
～
」
工
藤

充
子
さ
ん
（
長
岡
京
市
子
育
て
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
、
元
京
都
府
宇
治
児

童
相
談
所
長
）

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　 

　
基
調
講
演
を
踏
ま
え
、
参
加
者
全
員

で
児
童
虐
待
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

申
込
締
切
＝
11
月
11
日
㊎
ま
で

問
・
申
込
先
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　（
内
１
５
７
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

み
ん
な
で

◉
大
山
崎
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」

　
町
で
は
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
お
母
さ
ん
や
妊
婦
さ

ん
も
大
歓
迎
。

開
設
日
時
＝
毎
週
㊋
～
㊎
（

、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

※
予
約
不
要

開
設
場
所
＝
中
央
公
民
館
本
館
１
階
事

務
室
の
隣

◉
育
児
や
お
子
さ
ん
、お
母
さ
ん
の

　
健
康
相
談

　
保
健
師
に
よ
る
お
子
さ
ん
、
お
母
さ

ん
の
健
康
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

と
き
＝
毎
週
㊎

※ 

午
前
、
午
後
の
ど
ち
ら
か
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
時
間
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い

問
＝
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
☎
９
５
９
︱
９
０
５
０

子どもについて

注 !




